








































 企業との共同研究であり細いパイプは 4m と長尺もので、流路の設計（配管），水槽など付随す
る物の加工，水漏れ対策などを行いました。 
 工学部紀要では私の名前が入っておりますが、内容のほとんどは学生が執筆しており、私は「て
にをは」を修正したくらいですのでお恥ずかしい限りです。 
高分子溶液の交差拡散係数の測定（卒業研究補助） 
 高分子溶液（ポリ酢酸ビニル）を２層に成層させ時間とともに広がっていく（拡散する）速度
を計測します。 
実験は光が透過できる矩形容器を設置し高濃度溶液を容器下半分に入れ、その上に低濃度溶液
を静かに成層させます。一定の時間間隔でその矩形容器にレーザー光を透過し、レーザー光の屈
折角度から溶液の濃度を算出して拡散速度を求め、その結果から拡散係数を算出します。 
 矩形容器の設置方法，高分子溶液の走査方法，屈折によるレーザー光の移動距離から屈折率の
算出方法などを行いました。 
 以上が私の中に印象として残るものです。 
 最後になりますが、私が定年退職を迎えられましたのは、まわりの皆様に助けて頂いたことに
よるものであり、また、技術部においても技術職員の皆様，事務職員の皆様から助けて頂いたお
かげでございます。この場を借りてお礼を申し上げます。 
ありがとうございました。 
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